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１．準備 

本装置は、竹中製ﾗｲﾝｶﾒﾗを接続して光学的に検査をするものです。下記の装置を準備します。 

＊接続カメラ    TL-8K35ACL（Full 50Mhz 8TAP）（Full 50Mhz4TAP） 

    TL-4096ACL（Medium50Mhz 2TAP）、TL-2048ACL（Base50Mhz 2TAP）

＊カメラ接続ケーブル カメラリンクケーブル 14B26-SZ3B-*00-03C (BASE) 

       14B26-SZLB-*00-0LC (FULL)  

           *は、2,3,5,7,A（2,3,5,7,10m）です。    

カメラ電源ケーブル  ６PW-＊＊ 

           （ケーブル長*、**は１０ｍ以下でご使用ください） 

投光器        蛍光灯インバータ点灯式（高周波点灯式のもの） 

他の光源でも可能です。（LED 等） 

 

２．接続 

本装置は、カメラリンクケーブル 14B26-SZ3B-*00-03C(BASE) を Base コネクター、14B26-SZLB-

*00-0LC(FULL) を Medium/Full コネクターにカメラ電源ケーブル６PW-＊＊を Power コネクター

に接続します。また、電源コネクターを AC100V に接続します。（POWER  AC100V L,N,FG）

テンキーを USB２コネクターに接続します。 

 

 

 

                             LCD 表示 

LAN 通信表示 

テンキーUSB 接続表示 

 

ハードウェア-起動表示 

カメラリンクケーブル 

14B26-SZ3B-*00-03C(BASE) 

I/O 入出力コネクター 

 

                       カメラリンクケーブル 

                             14B26-SZLB-*00-0LC (FULL) 

                   

  ＩＯ入出力モニター                    カメラ電源ケーブル 

                               ６PW-＊＊ 

 入力 ENC,IN1,IN2 

 出力 OUT1-OUT16,WDT 

 

 

 

 

ＬＳ－７０Ｊ正面 



- 3 - 

     注、本装置はノイズに敏感であり、ケースに収納し、AC１００V に必ずノイズフィルターを通 

     しください。また、カメラケーブルもノイズに敏感であり、電源ラインと分離して配線して 

ください。また、コントローラを２台以上設置される場合は、間隔を３０ｍｍ以上離して下 

さい。 

     パソコンからの操作は、LAN 通信表示が、点灯してから始めてください。 

     コントローラ立ち上げ時、波形表示が表示されてから約 10 秒かかります。 

 

２台以上並べる場合 30mm 離す     

                                  ＬＡＮ１０００ 

                                  パソコン通信ポート 

                             

                          USB テンキー 

ＡＣ入力 

    

パワースイッチ 

    

フューズ（２Ａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬＳ－７０Ｊ上面               ＬＳ－７０Ｊ下面 

 

３．設置 

本装置は、製造ラインに投光器、カメラとペアーで設置します。カメラの設置は、当社の雲台  

IB-25(IB-30)を使用します。（架台から絶縁されています。） 

カメラの視野を決め、検査位置からの距離（設定距離）を計算します。設定距離は、カメラに取

り付けられているレンズによって計算されます。 

また、投光器の設置は、検査方法が透過の場合と、反射で設置が異なります。そして、ラインの

検査位置からの投光器の距離は、検査する異物によって距離を設定します。たとえば、ピンホー

ルなどは近づけると感度が上がり、異物は遠ざけると感度が上がります。 
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              投光器とカメラの設定 
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４．操作方法 

本装置の電源を入れます。電源コネクターの横のスイッチです。 

ＭＯＮＩＴＯＲ画面（波形表示）が出ます。ＢＳを押し、メニュー画面にします。 

ＳＥＴＴＩＮＧ１画面からＣＡＭＥＲＡ画面にし、ＣＡＭＥＲＡ ＢＩＴ、ＣＬＯＣＫ（５０Ｍ

Ｈｚ固定）、ＴＡＰ（８）、ＶＩＥＷとＳＣＡＮを設定してください。 

ＡＲＥＡ画面のＡＲＥＡ、ＭＡＳＫ、ＣＨを設定してください。 

ＬＣＤ画面の基本的操作は、画面を選択するときは番号を押します。そして、画面を戻る時は、

ＢＳボタンを押します。 

機能の選択は、すべて番号を押します。また、数値入力決定は、Ｅｎｔｅｒボタンです。エンタ 

ーを押した時、次の動作が効きにくくなります。（設定保存のため時間がかかります） 

数値の小数点は入力不要です。 

注、検査中の各設定変更は、変更時に欠点ノイズが発生します。設定変更は、必ず検査停止、 

または、中断時に実施してください。 

 

 （１）メニュー画面  

                          

            

１～６を押します。 

      ＢＳキーは、画面を戻す時に押します。 

      また、数値入力時に数値入力を上位に 

戻す事が出来ます。 

 

  （２）ＭＯＮＩＴＯＲ画面     

 

分割表示 _⑩       

                                   _② 波形選択 

 

                                     _③ START/STOP 

 _⑨ 

 スライス表示   

 _① 

    CH 表示   

 _⑧  

  欠点検出表示 
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①  ＣＨ０１  ＣＨ表示 

②  ２－７X 「２」、「８」を押すと下記の波形が変更出来ます。 

          「８」はＣＭ－＞３７、「２」は３７－＞ＣＭに変更出来ます。 

          ＣＭ：カメラ波形。 

ＳＤ：シェーディング波形 

ＳＣ：シェーディング補正データ 

ＬＴ：ルックアップテーブル補正波形（機能ＯＦＦ時は、ＣＭ／ＳＤ波形） 

３Ｘ：３ｘ３フィルター波形 

７Ｘ：７ｘ７フィルター波形 

ＬＡ：ライン加算補正データ波形（機能ＯＦＦ時は、ＣＭ／ＳＤ波形） 

３７：３ｘ３フィルターと７ｘ７フィルターの合成表示 

（機能ＯＦＦ時は、ＣＭ／ＳＤ波形） 

③  ＳＴＯＰ／ＳＴＡＲＴ 

      ＯＵＴＰＵＴ－Ａ画面でＳＴＡＲＴをＩＮＴに設定されているとき 

      「３」を押すとＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰが手動で変化します。 

      ＳＴＯＰ表示の時：検査を開始します。 

      ＳＴＡＲＴ表示の時：検査を停止します。 

         ＊マークが表示されているときは、検査中です。ＳＴＯＰで＊マークが出ていないときは 

   中断です。検査はしていません。 

 

④  拡大波形時の左移動 

      「－」を押すと波形が左に移動します。 

 

⑤  波形の拡大、縮小 

            「５」を押すと、ＬＣＤ画面に３００ビット分の拡大波形が表示されます。 

       再度「５」を押すと全体波形に戻ります。 

 

⑥  拡大波形時の右移動 

      「＋」を押すと波形が右に移動します。 

 

⑦  シェーディング補正  

ＣＭにして、カメラ波形が波形画面で上半分に全体が表示される用に光量を調整します。 

（カメラの絞り）そして、カメラ視野内に異物がない状態（波形の落ち込みや突起）で「９」 

を押します。ＳＤに切り替えたとき波形が横１線になります。（ＳＥＴＴＩＮＧ３画面の 

ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面で１Ｃ／ＳをＳＤに選択するとＳＤ波形で検査が出来ます。） 

                  注、    あまり大きなカーブの波形は補正しきれないことがあります。 

                        （たとえば、レンズの絞りを開放にした場合のような波形） 

 

   ⑧ 検出表示 下段 検出したとき、青が赤に変化します。 

１～１６は、検出分割位置表示   
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Ａ，Ｂ．Ｃ，Ｄは、欠点の種類を表示 

 

                             CM 波形表示 

 

 

                             SD 波形表示（シェーディング後） 

 

      ⑨スライス表示 

       ［／］を押すとスライス線を表示します。再度押すと消えます。 

                Ａスライス：うすい青、Ｂスライス：濃い青、Ｃスライス黄：Ｄスライス緑 

         エッジスライス：白 

 

   ⑩分割表示 

       波形画面の下の赤、緑の交互のラインです。分割１から赤、緑と交互に表示します。 

       波形拡大時は、表示されません。 
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  （３）ＤＩＳＰＬＡＹ画面 

         

  _②  

欠点画像表示 

  上：初回発生 

  下：次回発生 

左から A,B,C,D 

_①                                   _⑤画像信号表示 

   CH 表示 

                                      _④START/STOP 

  _③ 

  欠点検出表示 

 

 

①  ＣＨ表示 

 

②  欠点画像表示  左からＡ，Ｂ、Ｃ、Ｄ欠点種類別に表示します。 

              グレースケール表示 サイズ６４Ｘ６４ 

   注、検査中に、設定変更を行うと変更ノイズ画像が出ます。 

            画像出力は、A,B,C,D が同時に発生したときは、A（大欠点）を優先します。 

③ 検出表示 下段 検出したとき、青が赤に変化します。 

１～１６は、検出分割位置表示   

Ａ，Ｂ．Ｃ，Ｄは、欠点の種類を表示 

 

     ④ START/STOP 

        ＣＯＮＴＲＯＬ画面からＯＵＴ．ＣＮＴＬ画面でＳＴＡＲＴをＩＮＴに設定されてい 

るとき「３」を押すとＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰが手動で変化します。 

        ＳＴＯＰ表示の時：検査を開始します。 

        ＳＴＡＲＴ表示の時：検査を停止します。 

           ＊マークが表示されているときは、検査中です。ＳＴＯＰで＊マークが出ていないと 

         きは中断です。検査はしていません。 

 

        ⑤ 画像信号表示 

        ＣＭ：カメラ信号 

ＳＤ：シェーディング信号 

ＬＴ：ルックアップテーブル信号（機能ＯＦＦ時は、ＣＭ／ＳＤ波形） 

ＬＡ：ラインアッド信号（機能ＯＦＦ時は、ＣＭ／ＳＤ波形） 

３Ｘ：３ｘ３フィルター信号 

７Ｘ：７ｘ７フィルター信号 

３７：３ｘ３フィルター、７ｘ７フィルター合成信号 

（機能ＯＦＦ時は、ＣＭ／ＳＤ波形） 
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  （４）ＳＥＴＴＩＮＧ１画面 

    

   １～６を押します。              CAMERA 画面 

                            １～６を押します。 

 

  （５）ＣＡＭＥＲＡ画面   

    数値入力： 

    番号選択すると数字の先頭が赤くなります。数値を入力します。 

    上位に戻るときはＢＳキーを押します。 

    決定は、Ｅｎｔｅｒキーを押します。赤い数字が青になります。 

    また、最大、最小の範囲外は、その値になります。 

 

１ CＡＭＥＲＡ ＢＩＴ カメラの選択を行います。 

         「１」を押すと先頭の数字が反転します。そこでカメラのビット数を入力します。下記以外の 

数値に設定しないでください。 

                    ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ（８ＴＡＰ）：０８１９２ 

ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ（４ＴＡＰ）：０４０９６ 

          ＴＬ－４０９６ＡＣＬ（２ＴＡＰ）：０２０４８ 

ＴＬ－２０４８ＡＣＬ（２ＴＡＰ）：０２０４８ 

（上記以外の設定は、出来ません。） 

 

  ２ ＣＬＯＣＫ ＭＨｚ ５０に設定してください。５０ＭＨｚ 

 

  ３ ＶＩＥＷ ｍｍ カメラ視野を設定します。９～９９９９ｍｍ 

               １ビットの分解能を計算し、幅のビット数を計算します。 

       １ビットの分解能＝カメラ視野／カメラビット 

 

４ ＳＣＡＮ ｋＨｚ 走査周期を設定します。 ０．２～ＭＡＸｋＨｚ 

        ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ：４０ｋＨｚ Ｍａｘ 

ＴＬ－４０９６ＡＣＬ：４５ｋＨｚ Ｍａｘ 

ＴＬ－２０４８ＡＣＬ：４５ｋＨｚ Ｍａｘ 

           注、     ＭＡＸを超えると値は入力出来ません。 
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  ６ ＴＡＰ  １～８タップ  

        ＊ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ（８ＴＡＰ）の場合 

         １－２０４８（偶数、奇数）2 タップ 

         ２０４９－４０９６（偶数、奇数）2 タップ 

         ４０９７－６１４４（偶数、奇数）2 タップ 

         ６１４５－８１９２（偶数、奇数）2 タップ 

＊ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ（４ＴＡＰ）の場合 

         １－２０４８（偶数、奇数）2 タップ 

         ２０４９－４０９６（偶数、奇数）2 タップ 

＊ＴＬ－４０９６ＡＣＬ（２ＴＡＰ）の場合 

         １－２０４８（偶数、奇数）2 タップ 

＊ＴＬ－２０４８ＡＣＬ（２ＴＡＰ）の場合 

         １－２０４８（偶数、奇数）2 タップ 

（上記以外の設定は、出来ません。） 

 

  ７ ＢＮ  カメラビニング定数 

（水平、垂直はゲイン２、水平平均、垂直平均、水平垂直平均はゲイン１） 

  ＊ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ（８ＴＡＰ）の場合 

  ０：ＯＦＦ、２：垂直、５：垂直平均 

＊ＴＬ－８Ｋ３５ＡＣＬ（４ＴＡＰ）の場合 

  １：水平、３：水平平均、４：水平垂直、６：水平垂直平均 

＊ＴＬ－４０９６ＡＣＬ（２ＴＡＰ）の場合 

        １：水平、３：水平平均、４：水平垂直、６：水平垂直平均 

＊ＴＬ－２０４８ＡＣＬ（２ＴＡＰ）の場合 

０：ＯＦＦ、２：垂直、５：垂直平均 

  （上記以外の設定は、出来ません。） 

 

 （６）ＡＲＥＡ画面 １～７を押します。 

    

     ＭＡＳＫ範囲（波形の先頭からエリア線の先頭まで）   ＡＲＥＡ範囲（赤、青の線） 

 

    １ ＡＲＥＡ ｍｍ 検査範囲を設定します。 １～９９９９ｍｍ 

                （EDGE 処理 ON 時は、エッジ処理の検査範囲と狭い方になります。） 
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    ２ ＭＡＳＫ ｍｍ ビデオ信号のスタート（１ビット目）から検査を禁止する範囲を設定します。

ＭＡＳＫ後から検査範囲(AREA)になります。  

       ０～９９９９ｍｍ 

        （EDGE 処理 ON 時は、エッジ処理の検査範囲と狭い方になります。） 

    ３ ＡＧＣ  ON・OFF    シェーディング波形の AGC を ON・OFF します。 

     ３を押すとＯＮ・ＯＦＦの文字が赤くなります。再度３押すとＯＮがＯＦＦに、ＯＦＦが 

ＯＮになります。決定はＥｎｔｅｒキーを押します。赤い文字が青くなります。  

（ＩＮＰＵＴ＿ＳＥＬ画面のＣ／Ｓを SD に選択しているときの信号です。CM 信号は AGC

が、効きません。）（AGC は、オートゲインコントロールです。１２８階調に合わせます。） 

     ＣＭ信号入力範囲は、波形全体の平均値が６０～２００の範囲です。この範囲を外れると

ＡＧＣが効きません。 

    ４ ＣＨ Ｎｏ．  装置のチャンネル番号を設定します。 １～１６ 

       この番号でＩＰアドレスが決まります。１９２ １６８ ０ ＊ 

               ＊＝ＣＨＮｏ．＋２です。変更した時は、一度電源を切ってください。 

       注、設定後、30 秒後に電源を切ってください。 

       また、パソコン接続は、コントローラ起動後 10 秒後に接続してください。 

   ７ ＡＲＥＡ ＡＧＣ   ＯＮ／ＯＦＦ 

              シェーディング波形の AGC を検査範囲のデータでＡＧＣを計算します。 

７を押すと ON・OFF します。（ＩＮＰＵＴ＿ＳＥＬ画面のＣ／ＳをＳＤに選択 

しているときの信号です。CM 信号は AGC が、効きません。） 

ＡＧＣは、ＯＮにしてください。ＡＲＥＡ ＡＧＣの基本ゲインは、シェーディング 

したときに固定されます。波形全体の平均値が小さいとその値にＡＧＣが効きますの

で１２８階調にはなりません、注意してください。 

  ８ ＡＵＴＯ ＳＤ    ＯＮ／ＯＦＦ 

       シェーディングを自動的に行います。（５０ｍｓｅｃ間隔～走査周期×２５５の時間） 

              また、欠点検出中は更新しません。ただし、連続欠点の場合、約 2 秒後に更新します。 

    注、地合信号が大きいとき、誤動作し、誤検出することがあります。 

      また、波形が大きく変化する場合、シェーディング波形が補正出来なくなります。 

      カメラ波形が、前の波形と±６０階調以上の変化時は、シェーディングを更新しません。

また、10 階調以下、２５４階調以上は、シェーディングを更新しません。 

欠点幅は、３ビット以上、欠点長さは、３スキャン以上に設定してください。 

連続欠点が横移動した時は、欠点の幅方向の端が白くなりますので注意してください。 

   



- 12 - 

（７）ＳＬＩＣＥ画面 

                                  

１～８を押します。 

最大：２５５ 

エッジスライス（白） 

Ａ欠点スライス（淡青） 

Ｂ欠点スライス（濃青） 

Ｃ欠点スライス（黄） 

Ｄ欠点スライス（緑） 

最小：０   

 

 

 

 

     １ ＳＬＩＣＥ Ａ Ａ欠点の固定スライスを設定します。 

           ０（最小）～２５５（最大） 

           「１」を押すと文字が赤字になり数値を入力します。そして、Ｅｎｔｅｒを押して決定です。 

 

     ２ ＳＬＩＣＥ Ｂ Ｂ欠点の固定スライスを設定します。 

           ０（最小）～２５５（最大） 

     「２」を押すと文字が赤字になり数値を入力します。そして、Ｅｎｔｅｒを押して決定です。 

 

     ３ ＳＬＩＣＥ Ｃ Ｃ欠点の固定スライスを設定します。 

           ０（最小）～２５５（最大） 

          「３」を押すと文字が赤字になり数値を入力します。そして、Ｅｎｔｅｒを押して決定です。 

 

    ４ ＳＬＩＣＥ Ｄ Ｄ欠点の固定スライスを設定します。 

           ０（最小）～２５５（最大） 

           「４」を押すと文字が赤字になり数値を入力します。そして、Ｅｎｔｅｒを押して決定です。 

 

    ５ ＰＬ Ａ ＋／－ スライスＡの極性   

「５」を押すと赤字＋（－）になります。再度押すと－（＋）なります。 

決定はＥｎｔｅｒを押して決定です。 
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     ６ ＰＬ Ｂ ＋／－ スライスＢの極性   

「６」を押すと赤字＋（－）になります。再度押すと－（＋）なります。 

決定はＥｎｔｅｒを押して決定です。 

 

     ７ ＰＬ Ｃ ＋／－ スライスＣの極性   

「７」を押すと赤字＋（－）になります。再度押すと－（＋）なります。 

決定はＥｎｔｅｒを押して決定です。 

 

    ８ ＰＬ Ｄ ＋／－ スライスＤの極性   

「８」を押すと赤字＋（－）になります。再度押すと－（＋）なります 

決定はＥｎｔｅｒを押して決定です。 

 

  ＋スライスは、スライスより信号が上に出た分が欠点になります。 

  －スライスは、スライスより信号が下に出た分が欠点になります。 

 

 （８）ＷＩＤＴＨ画面 

 
１～４を押します。 

     １ ＷＩＤＴＨ Ａ Ａ欠点の幅設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

     ２ ＷＩＤＴＨ Ｂ Ｂ欠点の幅設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

     ３ ＷＩＤＴＨ Ｃ Ｃ欠点の幅設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

     ４ ＷＩＤＴＨ Ｄ Ｄ欠点の幅設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

     ビットの計算は、CAMERA 画面で設定されている VIEW 値と CAMERA BIT で計算されます。

最大検出幅は、１０２２ビットです。 

   注、幅方向に偶数ビット、奇数ビットが１、０、１、０と０、１、０、１の順に並んだ時は、幅

2 ビットと出力されます。 

   検出ビットは、±1 ビットの誤差がありますので注意してください。 

   設定条件  ＷＩＤＴＨ Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、Ａ＞＝Ｂ＞＝Ｃ＞＝Ｄで設定してください。 
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   欠点位置の定義（欠点幅と欠点長さ） 

 

（９）ＬＥＮＧＴＨ画面 

    

１～４を押します。 

 

１ ＬＥＮＧＴＨ Ａ Ａ欠点の長さ設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

    ２ ＬＥＮＧＴＨ Ｂ Ｂ欠点の長さ設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

    ３ ＬＥＮＧＴＨ Ｃ Ｃ欠点の長さ設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

    ４ ＬＥＮＧＴＨ Ｄ Ｄ欠点の長さ設定   ００．０１～９９．９９ｍｍ 

 

 

         走査回数の変換は、ENCODER 画面の ENCODER INT/EXT で計算します。 

    （１）INT の時：CAMERA 画面の SCAN ｋHｚ と EXT  RATIO 値で想定ラインスピード

として計算します。 

          スキャン回数＝欠点長さ mm×EXT RATIO／１００ 

          想定ラインスピード＝SCAN（ｋHｚ）×６０×１００／EXT RATIO 

 

    （２）EXT の時：CAMERA 画面の SCAN ｋHｚと RATIO 値と外部エンコーダー入力パルス

でラインスピードを計算します。 
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       ラインスピード＝エンコーダパルスカウント（１秒間）×６０００／EXT RATIO 

       スキャン回数＝欠点長さ mm×SCAN（ｋHｚ）×６０／ラインスピード 

 

        EXT RATIO=１００／エンコーダパルス、1 パルスの移動長さ 

        EXT RATIO は、１００ｍｍにエンコーダパルスが何回かを設定します。 

 

（１０）ＥＤＧＥ画面 

 １～８を押します。 

 

 

 

 

 

 

                       入光地合の時のエッジ処理（EDGE SLICE の極性＋） 

 

 

 

 

 

 

 

                       遮光地合の時のエッジ処理（EDGE SLICE の極性－） 

 

       エッジ処理検査範囲とエリア範囲は、狭い方が検査範囲になります。 

     １ ＥＤＧＥ ＳＬＩＣＥ エッジ検出用固定スライス     ０（波形下）～２５５（波形上） 
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     ２ EDGE MASK  F  検出した前エッジ位置からの不感帯を設定します。 

                                       ００．１～９９．９ｍｍ 

                           （ビットに計算して設定します。最大２５５ビットです。 

最小３ビットです。） 

  

     ３ DUST CANCEL  前、後ろのエッジ検出で短い幅の信号をキャンセル 

              します。   ０２～２５５BIT 

 

     ４ EDGE ON/OFF   ON：エッジ処理をします。 OFF:エッジ処理をしません。 

 

     ５ POL ＋／－ エッジスライスの極性  「５」を押すと＋から－になります。 

再度押すと＋なります。 

                                ＊   入光地合の時のエッジ処理（EDGE SLICE の極性＋） 

                                ＊   遮光地合の時のエッジ処理（EDGE SLICE の極性－） 

 

   ６ EDGE MASK  R  検出した後ろエッジ位置からの不感帯を設定します。 

                                       ００．１～９９．９ｍｍ 

                             （ビットに計算して設定します。最大２５５ビットです。） 

      最小３ビットです。） 

８ DIV EG・FX   EG はエッジ検出位置から分割設定が始まります。 

                     FX の分割設定は、AREA の先頭位置から分割設定が始まります。           

（ただし、検査はエッジ検出位置からになります）  

 

 （１１）ＳＥＴＴＩＮＧ２画面         （１２）ＤIV．１－４画面 

    

１～６を押します。               １～４を押します。 

 

 

 

         分割は最大１６分割まで設定できます。AREA の先頭から分割していきます。 

    そして、AREA 内まで検査範囲になります。AREA 外は無視されます。 

    エッジ処理ＯＮの時、EDGE 画面の DIV が EG の時は、前エッジマスク後の位置から分割さ 

れます。EDGE 画面の DIV が FX の時は、ARE の先頭位置から分割されます。 
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       AREA からの分割               エッジ位置からの分割 

 

     １ DIV 1   １分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ２ DIV 2   ２分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

   ３ DIV 3   ３分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ４ DIV 4   ４分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

 （１３）ＤIV．５－８画面             （１４）ＤIV．９－１２画面 

   

１～４を押します。 

 

     １ DIV 5   ５分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ２ DIV 6   ６分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ３ DIV 7   ７分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ４ DIV 8   ８分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 
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（１４）ＤIV．９－１２画面 

 

     １ DIV 9     ９分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ２ DIV 10   １０分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ３ DIV 11   １１分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ４ DIV 12   １２分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

（１５）ＤIV．１３－１６画面        

 

１～４を押します。 

 

     １ DIV 13    １３分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ２ DIV 14   １４分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ３ DIV 15   １５分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

     ４ DIV 16   １６分割目の検査範囲設定    ０～９９９９ｍｍ 

 

  （１６）ＤＩＶ．ＭＡＳＫ１画面        （１７）ＤＩＶ．ＭＡＳＫ２画面 

   

１～４を押します。 
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１ ＭＡＳＫ Ａ１ Ａ欠点の各分割１～８をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

    ２ ＭＡＳＫ A２ A 欠点の各分割９～１６をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

３ ＭＡＳＫ B１ B 欠点の各分割１～８をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

    ４ ＭＡＳＫ B2 B 欠点の各分割９～１６をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

 

  （１７）ＤＩＶ．ＭＡＳＫ２画面 

 

１ ＭＡＳＫ C１ C 欠点の各分割１～８をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

    ２ ＭＡＳＫ C２ C 欠点の各分割９～１６をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

３ ＭＡＳＫ D１ D 欠点の各分割１～８をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

    ４ ＭＡＳＫ D2 D 欠点の各分割９～１６をマスクします。１：マスク ０：マスクしない 

 

 （１８）ＳＥＴＴＩＮＧ３画面         （１９）ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面 

    

１～６を押します。                １～５を押します。 

 

（１９）ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面 

 １ Ｃ／Ｓ ＣＭ:検査信号をカメラ信号にします。 

          ＳＤ：検査信号をシェーディング信号にします。 

 

    ２ ＬＡＤＤ ＯＦＦ：ライン加算機能をＯＦＦにします。 

           Ｘ２： ライン加算機能をＯＮにします。 

             1ビット目から８１９２ビットまでの各ビットで２ラインを加算します。 

  

           Ｘ４： ライン加算機能をＯＮにします。 

             1ビット目から８１９２ビットまでの各ビットで４ラインを加算します。 
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           Ｘ６： ライン加算機能をＯＮにします。 

            1 ビット目から８１９２ビットまでの各ビットで６ラインを加算します。 

 

     注、１２８階調を基準に拡大されます。入力信号は、１２８階調に合わせてください。 

 

 

            LAD 入力波形（シェーディング波形） 

 

LADｘ２出力波形（ゲイン 2 倍） 
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LADｘ４出力波形（ゲイン４倍） 

 

 

 

LADｘ６出力波形（ゲイン６倍） 

 

 

ライン加算は、地合ノイズが少ない時、薄い汚れや線の信号を検出しやすくなります。 
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    ３ ＬＵＴ ＯＦＦ：ルックアップテーブル機能をＯＦＦします。 

          ＯＮ：ルックアップテーブル機能をＯＮします。 

             入力－出力の変換テーブル機能です。 

 

 

 

           ＬＵＴ１のＣ１－Ｃ８、ＬＵＴ２のＣ９－Ｃ１６ 

           ＦＩＬ３ｘ３ＤＦのＣ８Ｃ９ＦＬＬＵＴＣ０でＣ０ 

          入力を１６分割し、それぞれの間を直線補間します。 

          Ｃｎ－Ｃｎ-１の間を直線補間します。（補間ビット 0-15bit） 

          入力Ｃ０＝０、Ｃ１＝１６、Ｃ３＝３２、Ｃ４＝４８ 

            Ｃｎ＝１０＊ｎ、最後Ｃ１６＝２５５ 

          出力ＯＵＴｎ＝（値「Ｃｎ」－値「Ｃｎ-1」／１６）＊bit＋値「Ｃｎ-1」 

          注、コントローラは値を変更したところのブロックだけ変更します。 

            PC からの設定は、全てのビットを補正されます。（補間は、しません） 
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                LUT 入力波形（シェーディング波形） 

 

    入力８０から１８０をゲイン２．５倍で拡大出力します 

 

 

    入力１２８以上の出力をゼロ方向に出力します。入光信号を遮光信号に変換します。 

 

    入力１１８から１３８を１２８に変換します。（地合ノイズが消えます） 
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    ４ Ｆ３＋７ フィルター３ｘ３とフィルター７ｘ７の合成をします。 

          ３＞７ フィルター３ｘ３からフィルター７ｘ７に合成をします。 

７＞３ フィルター７ｘ７からフィルター３ｘ３に合成をします。 

          ＯＦＦ：フィルター３ｘ３とフィルター７ｘ７の合成をしません。 

 

    ３＞７ 入力―――＞３ｘ３フィルター――――＞７ｘ７フィルター――――＞出力 

    ７＞３ 入力―――＞７ｘ７フィルター――――＞３ｘ３フィルター――――＞出力 

 

 

 ５ ＧＳＥＬ 欠点画像出力の信号を選択します。 

          ＣＡＭ： カメラ信号画像 

          ＳＤ：シェーディング信号画像 

          ＬＵＴ：ルックアップテーブル信号画像 

          ３ｘ３：３ｘ３フィルター信号画像 

          ７ｘ７：７ｘ７フィルター信号画像 

          ＬＡＤ：ライン加算信号画像 

          ３＋７：３ｘ３フィルターと７ｘ７フィルターの合成信号画像 

            注、Ｆ３＋７がＯＦＦの時は、ＬＡＤ出力になります。 

 

 

 

 

                  信号系統図 
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（２０）ＬＵＴ１画面           （２１）ＬＵＴ２画面 

  

１～８を押します。             １～８を押します。 

（２０）ＬＵＴ１画面 

       ＬＵＴ１のＣ１－Ｃ８の設定です。０－２５５出力値 

       Ｃ１ 入力１６bit 目の値 

    Ｃ２ 入力３２bit 目の値 

       Ｃ３ 入力４８bit 目の値 

    Ｃ４ 入力６４bit 目の値 

       Ｃ５ 入力８０bit 目の値 

    Ｃ６ 入力９６bit 目の値 

       Ｃ７ 入力１１２bit 目の値 

    Ｃ８ 入力１２８bit 目の値 

（２１）ＬＵＴ２画面 

       ＬＵＴ１のＣ９－Ｃ１６の設定です。０－２５５出力値 

       Ｃ９  入力１４４bit 目の値 

    Ｃ１０ 入力１６０bit 目の値 

       Ｃ１１ 入力１７６bit 目の値 

    Ｃ１２ 入力１９２bit 目の値 

       Ｃ１３ 入力２０８bit 目の値 

    Ｃ１４ 入力２２４bit 目の値 

       Ｃ１５ 入力２４０bit 目の値 

    Ｃ１６ 入力２５５bit 目の値 

 

（２２）ＦＩＬ３ｘ３ＤＦ画面 

 １～３を押します。 
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（２３）Ｃ１－Ｃ７画面 

  

１～７を押します。 ３Ｘ３フィルターは、８１９２ビットのシフトレジスターを２ライン持ち、 

          その出力を入力信号と合わせて３ライン分で下記の計算をします。 

 

       １－７   ３Ｘ３フィルターのＣ１－Ｃ７の定数設定です。 

Bit1   Bit2    Bit3   

       ライン１   Ｃ１   Ｃ４   Ｃ７ 

ライン２   Ｃ２   Ｃ５   Ｃ８ 

       ライン３   Ｃ３   Ｃ６   Ｃ９ 

            ３Ｘ３フィルターの定数位置 －９９～９９設定値 

 

  Ｅ位置の画像の計算出力＝Ａ×Ｃ１＋Ｂ×Ｃ２＋Ｃ×Ｃ３＋Ｄ×Ｃ４＋Ｅ×Ｃ５＋Ｆ×Ｃ６＋Ｇ×Ｃ７ 

＋Ｈ×Ｃ８＋Ｉ×Ｃ９ 

 

（２４）Ｃ８Ｃ９ＦTLUTC0 画面 

  １～８を押します。 

 

       １，２ ３Ｘ３フィルターのＣ８、Ｃ９の定数設定です。－９９～９９設定値 

       ３ ３×３ＴＡＰ ３ｘ３フィルターの出力タップ（出力桁範囲） 

       ４ ７×７ＴＡＰ ７ｘ７フィルターの出力タップ（出力桁範囲） 

         出力は、８ビットを選択します。（０～２５５階調） 

         ０：２２２－２１５ 

         １：２２１－２１４ 

         ２：２２０－２１３ 
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         ３：２１９－２１２ 

         ４：２１８－２１１ 

         ５：２１７－２１０ 

         ６：２１６－２９ 

         ７：２１５－２８ 

         ８：２１４－２７ 

         ９：２１３－２６ 

         １０：２１２－２５ 

         １１：２１１－２４ 

         １２：２１０－２３ 

         １３：２９－２２ 

         １４：２８－２１ 

１５：２７－２０ 

 

       ５ ＬＵＴ Ｃ０  入力１６bit 目の値  ０－２５５ 

 

       ７ ３ｘ３ＡＤＤ フィルターのオフセット ０－２５５ 

 

       ８ ７ｘ７ＡＤＤ フィルターのオフセット ０－２５５ 

   

３ｘ３フィルターの積分設定 
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        黄色薄汚れ ＳＤ波形（シェーディング波形） 

 

 

       黄色薄汚れ ライン加算出力波形（ｘ４） 

 

       黄色薄汚れ ３ｘ３フィルター出力波形（積分） 
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（２５）ＦＬ－ＤＦＴ画面 

  １～４を押します。 

 

 １ Ａ欠点の検出信号の選択  Ｃ／Ｓ カメラ／シェーディング信号 

 （ＦＩＬ ＤＦＴ Ａ） ３Ｘ３ ３ｘ３フィルター信号 

                ７Ｘ７ ７ｘ７フィルター信号 

                ３＋７ ３ｘ３フィルターと７ｘ７フィルターの合成信号 

                   ただし、ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面でＦ３＋７が３＞７または、 

７＞３が選択されているときに選択できます。 

 

 ２ Ｂ欠点の検出信号の選択  Ｃ／Ｓ カメラ／シェーディング信号 

 （ＦＩＬ ＤＦＴ Ｂ） ３Ｘ３ ３ｘ３フィルター信号 

                ７Ｘ７ ７ｘ７フィルター信号 

                ３＋７ ３ｘ３フィルターと７ｘ７フィルターの合成信号 

                   ただし、ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面でＦ３＋７が３＞７または、 

７＞３が選択されているときに選択できます。 

 

 ３ Ｃ欠点の検出信号の選択  Ｃ／Ｓ カメラ／シェーディング信号 

 （ＦＩＬ ＤＦＴ Ｃ） ３Ｘ３ ３ｘ３フィルター信号 

                ７Ｘ７ ７ｘ７フィルター信号 

                ３＋７ ３ｘ３フィルターと７ｘ７フィルターの合成信号 

                   ただし、ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面でＦ３＋７が３＞７または、 

７＞３が選択されているときに選択できます。 

 

 ４ Ｄ欠点の検出信号の選択  Ｃ／Ｓ カメラ／シェーディング信号 

 （ＦＩＬ ＤＦＴ Ｄ） ３Ｘ３ ３ｘ３フィルター信号 

                ７Ｘ７ ７ｘ７フィルター信号 

                ３＋７ ３ｘ３フィルターと７ｘ７フィルターの合成信号 

                   ただし、ＩＮＰＵＴ ＳＥＬ画面でＦ３＋７が３＞７または、 

７＞３が選択されているときに選択できます。 
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（２６）ＦＩＬ７Ｘ７－１画面 

  

１～６を押します。  ７Ｘ７フィルターは、８１９２ビットのシフトレジスターを６ライン持ち、 

          その出力を入力信号と合わせて７ライン分で下記の計算をします。 

 

            Bit1  Bit2   Bit3  Bit4  Bit5   Bit6  Bit7 

       ライン１  Ｃ１  Ｃ８  Ｃ１５ Ｃ２２ Ｃ２９ Ｃ３６ Ｃ４３ 

ライン２  Ｃ２  Ｃ９  Ｃ１６ Ｃ２３ Ｃ３０ Ｃ３７ Ｃ４４ 

       ライン３  Ｃ３  Ｃ１０ Ｃ１７ Ｃ２４ Ｃ３１ Ｃ３８ Ｃ４５ 

       ライン４  Ｃ４  Ｃ１１ Ｃ１８ Ｃ２５ Ｃ３２ Ｃ３９ Ｃ４６ 

ライン５  Ｃ５  Ｃ１２ Ｃ１９ Ｃ２６ Ｃ３３ Ｃ４０ Ｃ４７ 

       ライン６  Ｃ６  Ｃ１３ Ｃ２０ Ｃ２７ Ｃ３４ Ｃ４１ Ｃ４８ 

       ライン７  Ｃ７  Ｃ１４ Ｃ２１ Ｃ２８ Ｃ３５ Ｃ４２ Ｃ４９ 

 

            ７Ｘ７フィルターの定数位置 －９９～９９設定値 

 

   Ｙ位置画像の計算＝Ａ×Ｃ１＋Ｂ×Ｃ２＋Ｃ×Ｃ３＋Ｄ×Ｃ４＋Ｅ×Ｃ５＋Ｆ×Ｃ６＋Ｇ×Ｃ７ 

＋Ｈ×Ｃ８＋Ｉ×Ｃ９＋Ｊ×Ｃ１０＋Ｋ×Ｃ１１＋Ｌ×Ｃ１２＋Ｍ×Ｃ１３＋Ｎ×Ｃ１４ 

      ＋Ｏ×Ｃ１５＋Ｐ×Ｃ１６＋Ｑ×Ｃ１７＋Ｒ×Ｃ１８＋Ｓ×Ｃ１９＋Ｔ×Ｃ２０＋Ｕ×Ｃ２１ 

      ＋Ｖ×Ｃ２２＋Ｗ×Ｃ２３＋Ｘ×Ｃ２４＋Ｙ×Ｃ２５＋Ｚ×Ｃ２６＋ａ×Ｃ２７＋ｂ×Ｃ２８ 

      ＋ｃ×Ｃ２９＋ｄ×Ｃ３０＋ｅ×Ｃ３１＋ｆ×Ｃ３２＋ｇ×Ｃ３３＋ｈ×Ｃ３４＋ｉ×Ｃ３５ 

      ＋ｊ×Ｃ３６＋ｋ×Ｃ３７＋ｌ×Ｃ３８＋ｍ×Ｃ３９＋ｎ×Ｃ４０＋ｏ×Ｃ４１＋ｐ×Ｃ４２   

      ＋ｑ×Ｃ４３＋ｒ×Ｃ４４＋ｓ×Ｃ４５＋ｔ×Ｃ４６＋ｕ×Ｃ４７＋ｖ×Ｃ４８＋ｗ×Ｃ４９ 
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（２７）Ｃ１－Ｃ７画面            （２８）Ｃ８－Ｃ１４画面 

    

１～７を押します。              １～７を押します。 

 １ Ｃ１ ７ｘ７フィルター Ｃ１定数設定  Ｃ８ ７ｘ７フィルター Ｃ８定数設定 

 ２ Ｃ２ ７ｘ７フィルター Ｃ２定数設定  Ｃ９ ７ｘ７フィルター Ｃ９定数設定 

 ３ Ｃ３ ７ｘ７フィルター Ｃ３定数設定  Ｃ１０ ７ｘ７フィルター Ｃ１０定数設定 

 ４ Ｃ４ ７ｘ７フィルター Ｃ４定数設定  Ｃ１１ ７ｘ７フィルター Ｃ１１定数設定 

 ５ Ｃ５ ７ｘ７フィルター Ｃ５定数設定  Ｃ１２ ７ｘ７フィルター Ｃ１２定数設定 

 ６ Ｃ６ ７ｘ７フィルター Ｃ６定数設定  Ｃ１３ ７ｘ７フィルター Ｃ１３定数設定 

 ７ Ｃ７ ７ｘ７フィルター Ｃ７定数設定  Ｃ１４ ７ｘ７フィルター Ｃ１４定数設定 

  

（２９）Ｃ１５－Ｃ２１画面          （３０）Ｃ２２－Ｃ２８画面 

    

１～７を押します。              １～７を押します。 

 

 １ Ｃ１５ ７ｘ７フィルター Ｃ１５定数設定  Ｃ２２ ７ｘ７フィルター Ｃ２２定数設定 

 ２ Ｃ１６ ７ｘ７フィルター Ｃ１６定数設定  Ｃ２３ ７ｘ７フィルター Ｃ２３定数設定 

 ３ Ｃ１７ ７ｘ７フィルター Ｃ１７定数設定  Ｃ２４ ７ｘ７フィルター Ｃ２４定数設定 

 ４ Ｃ１８ ７ｘ７フィルター Ｃ１８定数設定  Ｃ２５ ７ｘ７フィルター Ｃ２５定数設定 

 ５ Ｃ１９ ７ｘ７フィルター Ｃ１９定数設定  Ｃ２６ ７ｘ７フィルター Ｃ２６定数設定 

 ６ Ｃ２０ ７ｘ７フィルター Ｃ２０定数設定  Ｃ２７ ７ｘ７フィルター Ｃ２７定数設定 

 ７ Ｃ２１ ７ｘ７フィルター Ｃ２１定数設定  Ｃ２８ ７ｘ７フィルター Ｃ２８定数設定 
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（３１）Ｃ２９－Ｃ３５画面           （３２）Ｃ３６－Ｃ４２画面 

     

１～７を押します。               １～７を押します。 

 

 １ Ｃ２９ ７ｘ７フィルター Ｃ２９定数設定  Ｃ３６ ７ｘ７フィルター Ｃ３６定数設定 

 ２ Ｃ３０ ７ｘ７フィルター Ｃ３０定数設定  Ｃ３７ ７ｘ７フィルター Ｃ３７定数設定 

 ３ Ｃ３１ ７ｘ７フィルター Ｃ３１定数設定  Ｃ３８ ７ｘ７フィルター Ｃ３８定数設定 

 ４ Ｃ３２ ７ｘ７フィルター Ｃ３２定数設定  Ｃ３９ ７ｘ７フィルター Ｃ３９定数設定 

 ５ Ｃ３３ ７ｘ７フィルター Ｃ３３定数設定  Ｃ４０ ７ｘ７フィルター Ｃ４０定数設定 

 ６ Ｃ３４ ７ｘ７フィルター Ｃ３４定数設定  Ｃ４１ ７ｘ７フィルター Ｃ４１定数設定 

 ７ Ｃ３５ ７ｘ７フィルター Ｃ３５定数設定  Ｃ４２ ７ｘ７フィルター Ｃ４２定数設定 

 

（３３）ＦＩＬ７Ｘ７－２画面 

 

１～７を押します。 

 

 １ Ｃ４３ ７ｘ７フィルター Ｃ４３定数設定  

 ２ Ｃ４４ ７ｘ７フィルター Ｃ４４定数設定  

 ３ Ｃ４５ ７ｘ７フィルター Ｃ４５定数設定  

 ４ Ｃ４６ ７ｘ７フィルター Ｃ４６定数設定  

 ５ Ｃ４７ ７ｘ７フィルター Ｃ４７定数設定  

 ６ Ｃ４８ ７ｘ７フィルター Ｃ４８定数設定  

 ７ Ｃ４９ ７ｘ７フィルター Ｃ４９定数設定  
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薄汚れ信号をライン加算Ｘ４します。 

そして、積分７ｘ７フィルターを通して信号をなめらかにします。 

 

 

                 薄汚れ ＳＤ信号 

 

 

薄汚れ ライン加算Ｘ４信号 

 

 

                薄汚れ 積分７ｘ７フィルター信号 
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        ７ｘ７フィルター定数             薄汚れＳＤ画像 

 

 

   

      薄汚れライン加算画像             薄汚れ７ｘ７フィルター画像 
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（３４）CONTROL 画面             （３５）ENCODER 画面 

   

１～６を押します。              １～４を押します。 

 

    １ ＥＮＣＯＤＥＲ EXT  外部エンコーダー入力（ＥＣ入力、０．２ｋHz 以上、最大３０ｋHz） 

              INT  内部エンコーダー（SYNC パルス） 

 

  ２ＥＸＴ ＲＡＴＩＯ  外部エンコーダー入力時１００ｍｍにするための分周比を設定し            

ます。        １～６５５３５ 

              ＥＸＴ ＲＡＴＩＯ＝１００ｍｍ／エンコーダー１パルスの移動距離 

 

    ３ ＰＩＣ Ｙ ＺＯＯＭ   欠点画像の流れ方向（縦方向）の伸縮設定 ２０～５００％ 

                          拡大は、パソコン側で行いますのでＬＣＤ表示は対応していません。 

     （１０１～５００％） 

  

    ４  ＣＭ  ＴＲＧ  SNC  カメラに出力するスタートパルスを CAMERA 画面の SCAN             

設定で出力します。 

             ENC カメラに出力するスタートパルスをエンコーダー入力パルスで設定           

します。ただし、外部から入力されるパルスは、０．２ｋHz 以           

上なければカメラは、自走して最高スキャン周波数になります。 

                          この時、カメラと同期が取れず、画像が横にずれます。 

                             上限は、３０ｋＨｚです。（ＩＯボードの最大入力値） 

 

      長さ設置は走査回数に変換します。その方法は、下記の３通りです。 

      １．ENCODＥＲ＝EXT で CM TRG＝ENC の時（カメラ走査が外部パルス同期） 

                 走査回数＝長さ＊EXT RATIO／１００ 

 

      ２．ENCODＥＲ＝INT で CM TRG＝SNC の時（カメラ走査） 

              CAMERA画面の SCAN ｋＨｚ と EXT  RATIO 値で想定ラインスピードとして

計算します。 

          スキャン回数＝欠点長さ mm×EXT RATIO／１００ 

          想定ラインスピード＝SCAN（ｋＨｚ）×６０×１００／EXT RATIO 
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     ３．ENCODＥＲ＝EXT で CM TRG＝ＳＮＣの時（カメラ走査が内部パルス同期） 

CAMERA 画面の SCAN ｋＨｚと EXT RATIO 値と外部エンコーダー入力パルスでライ

ンスピードを計算します。 

       ラインスピード＝エンコーダパルスカウント（１秒間）×６０００／EXT RATIO 

       スキャン回数＝欠点長さ mm×SCAN（ｋＨｚ）×６０／ラインスピード 

 

        EXT RATIO=１００／エンコーダパルス、1 パルスの移動長さ 

        EXT RATIO は、１００ｍｍにエンコーダパルスが何回かを設定します。 

 

 

（３６）ＯＵＴ．ＣＮＴＬ画面 

 

１～４を押します。 

 

     オープンコレクター出力（Ｏ１～Ｏ１６）を設定します。 

     １ ＯＵＴ ＭＯＤＥ ＯＳＴ   ワンショット出力設定 

                ＮＯＲＭ   ノーマル出力  検出した時から２～３ｍｓｅｃ出力 

 

     ２ ＯＵＴ ＴＩＭＥ  ワンショット出力時間設定     １０～９９９０ｍｓｅｃ 

                      10msec 単位（10msec 時は、出力は１０～２０msec になります。） 

          （ワンショット時間内にリトリガーされるとワンショット時間は伸びます） 

 

 

     ３ ＳＨＩＦＴ  出力をシフトします。０．１～９９．９ｍ 

                                      ００．０に設定したときは、シフトしません。 

 

     ４ ＳＴＡＲＴ ＥＸＴ  検査ＯＮ／ＯＦＦを外部入力（Ｉ１信号）で行います。 

             ＩＮＴ   検査ＯＮ／ＯＦＦをＬＣＤ画面 

（ＭＯＮＩＴＯＲ，ＤＩＳＰＬＡＹ画面の「３」）で行います。 

      また、PC のイニシアルからも操作出来ます。 
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 （３７）ＯＵＴ．ＳＥＴ Ａ画面        （３８）ＯＵＴ．ＳＥＴ Ｂ画面 

    
１～８を押します。 

   I/O ボード出力の信号選択を行います。１から２５の数字を設定してください。 

 

１ＯＵＴ １ Ｏ１出力            ９ＯＵＴ ９ Ｏ９出力 

 ２ＯＵＴ ２ Ｏ２出力           １０ＯＵＴ １０ Ｏ１０出力 

      ３ＯＵＴ ３ Ｏ３出力           １１ＯＵＴ １１ Ｏ１１出力 

      ４ＯＵＴ ４ Ｏ４出力           １２ＯＵＴ １２ Ｏ１２出力 

      ５ＯＵＴ ５ Ｏ５出力           １３ＯＵＴ １３ Ｏ１３出力 

      ６ＯＵＴ ６ Ｏ６出力           １４ＯＵＴ １４ Ｏ１４出力 

      ７ＯＵＴ ７ Ｏ７出力           １５ＯＵＴ １５ Ｏ１５出力 

８ＯＵＴ ８ Ｏ８出力           １６ＯＵＴ １６ Ｏ１６出力 

 

       １～１６：は、１～１６分割出力の選択をします。 

１７：Ａ欠点出力 

１８：Ｂ欠点出力 

         １９：Ｃ欠点出力 

２０：Ｄ欠点出力。 

２１：検査中信号出力 

         ２２：幅の上限警報  ２３：幅の下限警報  ２４：幅の上下限警報 

  ２５：集中欠点（Ｄ欠点画像）集中欠点個数：アラームＤの設定 

（視野を 16 分割した面積当たりの Aから Dの欠点数の和が Dアラーム設定を等しいか超えた

とき出力されます。画像は、集中のなかで ABC があれば、ABC が優先されます。） 

（３９）ＡＬＡＲＭ・ＡＮＤ・ＯＲ画面 
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     各欠点の数を数えてその値になったら検出出力を出します。そして、個数をクリアし、再カウント

します。また、流れ方向カウント１ｍでクリアされます。 

 

１ ＡＬＡＲＭ Ａ   Ａ欠点出力個数設定 ０００～９９９個 

 

２ ＡＬＡＲＭ Ｂ   Ｂ欠点出力個数設定 ０００～９９９個 

 

３ ＡＬＡＲＭ Ｃ   Ｃ欠点出力個数設定 ０００～９９９個 

 

４ ＡＬＡＲＭ Ｄ   Ｄ欠点出力個数設定 ０００～９９９個 

     （集中欠点を選択したときは、集中個数になります。） 

 

     Ａ～Ｄの各欠点の幅と長さのＡＮＤまたはＯＲを設定します。 

         ＡＮＤ：幅と長さを満足したとき 

         ＯＲ ：幅または長さ以上のとき 

 

     ５ Ａ ＡＮＤ・ＯＲ 

     ６ Ｂ ＡＮＤ・ＯＲ 

     ７ Ｃ ＡＮＤ・ＯＲ 

     ８ Ｄ ＡＮＤ・ＯＲ 

 

 

 

 

 

       幅 Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ     

     長さ Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ      スライスがすべて同じ条件の時 

 

            ＡＮＤ処理                              ＯＲ処理 

                幅                                        幅 

 

 

長

さ 

 

 

  Ｄ Ｃ Ｂ Ａ  

 

               長さ 

 

 

 Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ 

 Ｄ  Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ  Ｃ  Ｂ  Ａ 

 Ｃ  Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ  Ｃ  Ｂ  Ａ 

 Ｂ  Ｄ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ  Ｂ  Ｂ  Ａ 

 Ａ  Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ａ  Ａ  Ａ  Ａ 

 

    欠点の AND 判定は、幅判定が優先します。  長さの欠点幅は１ビットで長さを 

      幅が範囲に入らないとき長さ判定を行い      カウントします。 

      長さが満足し、幅が、欠点の範囲を超え 

ているときそのグレードで出力します。 
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 （４０）ＷＩＤＴＨ＿ＳＩＺＥ画面 

 

 

     幅を計測して、基準幅の上限、下限の設定を超えたら警報を出力します。 

 

     １ ＷＩＤＴＨ     基準幅設定 ０００１～９９９９ｍｍ 

 

     ２ ＷＩＤＴＨ＿ＵＰ  上限変化幅設定 ００．０１～９９．９９mm 

                           （警報出力はＯＵＴＰＵＴ－A,Ｂ画面で設定してください。） 

 

     ３ ＷＩＤＴＨ＿ＬＯ  下限変化幅設定 ００．０１～９９．９９mm 

                           （警報出力はＯＵＴＰＵＴ－A,Ｂ画面で設定してください。） 

 

     ４ ＳＩＺＥ  幅の計測値を表示します。００００．０１～９９９９．９９ｍｍ 

 

 

 

５．ディップスイッチ設定 

1) ＩＯボード 
 

 

 ＳＷ１-１ 

 

     ON 

 

  エンコーダ、検査信号有効 
 

    バス信号有効 
 

    CPUからOST設定ON 
 

 
 

 

 ＳＷ１-２ 

 

     ON 
 

 ＳＷ１-３ 

 

     ON 
 

 ＳＷ１-４ 
 

 

   OFF 
 

 
 

 

 ＳＷ番号 

 

  設定 

 

 
 

  ボードのワンショット時間設定 
 

   ボードアドレス 
 

 

    ＳＷ２ 

 

   ５ 
 

    ＳＷ３ 
 

 

    ０ 
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６．端子台番号 
 
 
            標準剥き線長 ９ｍｍ 
 
 
 
 
 
 
       使用可能電線 単線φ０．４mm（ＡＷＧ２６）からφ１．２mm（AWG16) 
       使用可能電線 撚り線０．２mm2（ＡＷＧ２４）から１．２５mm2（AWG１６) 
 
 
 
 
 

標準剥き線長 １０ｍｍ 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       使用可能電線 単線φ０．２mm（ＡＷＧ２４）からφ１．５mm（AWG1６) 
       使用可能電線 縒線０．２mm2（ＡＷＧ２４）から１．５mm2（AWG１６) 
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       ENC_IN 電圧は、２V～１２V です。COM レベルは０．４V 以下です。 
            注、入力と出力の COM は共通です。 

 

７．カメラの調整方法 
1) 投光器・カメラ取付設定が設定距離、視野が合っているか確認して下さい。 
 
2) LCD 画面を MONITOR 画面にし、２番で CM にします。 

 カメラ信号をモニター出来ます。 

     
 

 ＬＣＤ波形モニター  光軸調整で波形をピークにする。光軸調整（回転方向）平坦にする。 
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① 光軸調整 
イメージセンサのビデオ出力（１～８１９２ﾋﾞｯﾄ出力）が平坦になるように光軸を合わせます。
（図 7-2 のＣを調整）同時にビデオ出力が、Max.値が得られるようにパスライン方向に光軸を上
下します。（図 7-2 のＢを調整，図 7-1 ） 
＊レンズの絞り（絞りリング）は、波形が１２８階調ぐらいに表示できる位置にします。 

   絞りは、各欠点検査で異なります。（図 7-4 ） 

                                 投光窓 

 

 

 

 

             IMAGER 軸 

 

 

 

   ビデオ波形 

光軸 良(○)          光軸不良(×)          光軸不良(×) 
平坦でかつ         平坦であるが       平坦で無い 

                  出力が高い            出力が低い 
 

  図 7－1  

②視野調整 

光軸が合った状態で次に視野の調整を行います。カメラをパスラインに対して前後することによっ
て視野の大きさが変わります。（図 7－2 のＡを調整）長穴のセンターを設定図の寸法に合わせる。
（この調整は視野を大きく変えることは出来ません）又、カメラを左右に振れば幅方向位置が変わ
ります。 
パスライン上に、各受光器視野端にワイヤを張り、その信号をモニタします。そして、そのワイヤ
の信号が、下図になるように、を調整します。（図 7－3 の D を調整） 

 

          

視野拡大、縮小調整（A) 

光軸流れ方向調整（B) 

光軸傾き調整（C) 

視野方向調整（D) 

 

 

 

   

 

 

 

  図 7－2  

                                                     

 

 

パ
ス
ラ
イ
ン 
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           LCD 波形表示   ワイヤ波形 

 

 

   図 7－3 受光器の視野調整  

 

③ピント調整 

 

パスライン上に張ったワイヤのビデオ信号をモニターして、信号レベルが一番下がる値を示し、かつ

シャープなビデオ波形が得られるようにピント（距離リング）を調整します。ピントを調整する場合

には、必ずピントロックのネジを緩めた状態で行い、調整後固定して下さい。（図 7－４，図 7－５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 7－４  

 

ピントロックネジ

距離リング

絞りリング

マウント部
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 ビデオ波形 

     信号の拡大は、テンキーの５を押してください。移動は、右が＋、左が－です。 

 

 

 

 

 

 

ピント 良（○）               ピント 不良（×）       

 

 図 7－５  

 

 

８．定期点検（ラインが停止している時） 

・投光器，受光器ボックスの窓の清掃を行う。 

・LCD モニターを MONITOR 画面で SD 信号が平坦で欠点信号（大きな落ち込み、や立ち上が

り）が無いことを確認する。もしそうでなかった場合、シェーディングを再度行ってください。 

・上記で信号が出なかった時 

(1) 信号をモニターします。もし全般的に低ければ投光器のランプを交換して下さい。 

(2) 信号が出ていない時、（光軸調整を行う。（ 7－ 2)① ） 

(1)、(2)を行った後、シェーディングを再度行って、確認して下さい。 

 

 

９．蛍光ランプの交換 

ランプは、半年に１回交換して下さい。 

ランプの交換は、必ずインバータを切ってから行って下さい。 


